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社長メッセージ

２年前の当社は、リモートの「リ」の字に対応するため、パソ
コン用カメラやマイクを大型家電店に買いに走り、事務所は
LANケーブルが絡み合うDXを語るような会社ではありませんで
した。日常業務を抱えながら必死に新しい言葉や資料の作成に
励み、今やMicrosoft365を入れた最新機種のノートパソコンと
携帯のデザリングを使い、議事録をとりながらリモート参加者
を交えて社内会議ができるような会社になりました。
改めてDX化の結果を問われますと回答に窮する処もあります
が、デジタル化については少々語れるインフラと人材がずいぶ
ん育ったとご報告できます。
この２年間は県のサポートに多く助けていただきましたが、
社内で動き出したデジタル化は自分たちで進めていけると確信
します。
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